
開催
報告

忙しい中参加して
くれて本当にあり
がとう！
一緒にブロックの
活動を盛り上げて
いきましょう！！

学生ができるこ
とがどれだけあ
るのかわかりま
せんが、自分た
ちにできること
を探していきた
いと思いました。
(京教大・2年)

新学期活動の
経験を活かして、
これからも様々な
人に寄り添った、
活動をしていき
ましょう！

00 ブロック学生委員会について

セミナーではなく基幹会議！

新旧委員長が集まった代替わり中のブロック学生委員会が
開催されました。セミナーではなく、各大学生協学生委員
会を代表して参加し討論・相談、決議を行う場であること
を説明しました。
今年度からブロック学生委員会の中にエリアの時間を設定
して行うことも説明しました。

01
大学生協の再生

大学生協再生をつくっていくのは学生委員会から！

全国規模で議論が展開されている「大学生協の再生」に
ついて、第一部、第二部は事業連合統括の野尻さんより、
第三部は関西北陸BK学生委員長の池上さんより提案があり
ました。班内協議では、実際にジャムボードを用いて、大
学生活の現状や願いを出し合いました。ここから、各会員
での協議が始まります！

02
新学期の振り返りとこれ
から意識したいポイント

２１年度新学期で得た経験を活かして

この時間では、21年度新学期活動についての振り返りを
行いました。関西北陸ブロックの多くの会員が６つのつな
がりを大切にして新入生に寄り添った活動をすることがで
きました。新学期活動を通して得た経験をもとにこれから
も様々な組合員に寄り添った活動をしていきましょう～！
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開催概要
日程：2021年５月29日(土)
場所：Zoom

参加者（カッコ内は人数）
同志社(5)、 龍谷大(2)、 京教大(2)、 京都橘(3)、 奈教大(5)、
奈県大(4)、 近畿大(3)、 大経大(1)、 阪南大(1)、 阪電通(2)、
大教大(1)、 和歌山(1)、 阪市大(1)、 樟蔭女(3)、 神戸大(5)、
親和女(1)、関学大(5)、兵県大(8)、富山大(6)、福井大(4)、
富県大(1)計21会員64名

【発行元】全国大学生協連関西北陸ブロック

関西北陸ブロック

ブロック学生委員会#2



班別協議ではプ
ラごみ問題の調
べ学習を行い、
更なる知識を深
めることができ
ました！

柔軟性のある組
織←とても大事
だと思った。時
間が経てば組合
員の需要も変
わってくる
（奈良教２年）

GoogleJamboard
を使って、
オンラインでで
きること、企画
にちょい足しで
きることを考え
ました。

03
プラスチック問題に
ついて

プラごみ問題から大学生協を考える

この時間では「プラごみ問題」をテーマに、環境問題の
現状やこれからの環境活動について議論しました。大学生
協が行っている取り組みを紹介しつつ、プラごみ問題を取
り巻く現状やマイクロプラスチックという新たな課題を
知った上で、学生委員としてどのような行動ができるかに
ついて考えることができました。

04
2030アクションプラン

10年後の姿を想像し、行動指針を明らかにする

『アクションプランって何？』といった提起から始め、
各班で「大学生協の理念」や「社会と大学生協の位置と役
割」など６つのテーマを分担して協議をしました。学生の
目線や実感から具体的な項目について「分からない・難し
い」と感じた部分を積極的に出してもらいながら、共感し
た内容についても協議しました。

05
「もしも」に備える保障制度

たすけあい奨学制度について

この時間ではたすけあい奨学制度についての理解を深め
ました。勉学援助制度がたすけあい奨学制度に財団化した
ことによってできるようになること、学生としてどういっ
たことができるかを和歌山大学の事例と共に紹介しました。
交流の時間では今後どのような取り組みをしていきたい

か話し合いました。
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新学期の中で
しっかりと提案
できるように、
年間通して総代
会も考えていき
たい
（阪電通３年）

06
総会・総代会を通して組合員
にどうなってもらいたいか

「総代会は１年のスタート活通過点」をキーワードに、総
代会の目的や意義、役割を確認しました。しかし各組織の
状況やモチベーションの関係から、『継続して活動を続け
ることの難しさ』があります。
事後活動の予定を聞きながら、自大学の組合員や学生委員
にどうなってもらいたいのか改めて話し合うことができま
した、。

ご質問や【K’NEWS】で紹介したい
ブロック学生事務局[ 池上亜美 ]

Ikeue.Ami@univ.coop

年間を通して総会・総代会について考える意義



「エリア合同の企画
企画をやってみた
い！」
「月１程度で取り組
みを知らせる新聞が
ほしい！」
といった意見があり
ました。

引き継ぐ方も
引き継がれる
方もそれぞれ
不安を抱えて
いることがわ
かりました。

仲間に頼る大切さ
を引き継ぎたい

近畿大学3年生

代替わりをしても
なお協力してあげ
たい

関学大3年生

07
エリアの時間（北陸）

２１年度に向けて

この時間では北陸エリアの学生事務局の自己紹介や「学
生事務局とはなにか」説明をしました。また２０年度の事
務局の関わりを振り返りりながら21年度はどのような関わ
り方ができるか検討を行いました。
新旧正副委員長と担当以外の学生事務局がテーマに沿って
交流をしました！

07
エリアの時間（京滋・奈
良）

代替わりと引継ぎに関して

エリアの時間ではまずアイスブレイクとして各推進分野
の内容のクイズを実施しました。各分野がどんな内容なの
かをわかりやすく紹介できました！
その後代替わりと引継ぎについての交流を行いました。
2・3回生それぞれの立場から引継ぎの現状や悩みを出し合
い、これからの活動について考えることができました。ま
た、8月に開催する上回生セミナーの紹介も行いました。

07
エリアの時間（大兵和）

引継ぎや部内学習会について
エリアの時間では顔の見える連帯に重きを置き、引継ぎ

の状況や部内学習会、引退の時期など「学生委員会内での
学び合い」について考えました。
全体提起では、事務面や想いについて引継ぎすることの

意義を再確認し、後に2,3年生混合の班にすることで、互い
に引継ぎへの想いを知るきっかけの場となりました。
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ご質問や【K’NEWS】で紹介したい
ブロック学生事務局[ 池上亜美 ]

Ikeue.Ami@univ.coop


